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はじめに
　農産物直販（以下では直販）は大規模産地を
形成し得ない山間地域での，流通の隙間（ニッ
チ）として年代初に注目され始めた。同年
代後半では生協・消費者団体などが，輸入食材
安全性への危惧や，庭先価格と市場価格の乖離
への反発運動から直販を伸長させた。また，国
農政の土地利用型農産物への価格支持政策の撤
収も，農業経営組織での野菜作重視へと向かわ
せた。年代初のバブル経済崩壊以降の長期
的不況の中で，特に同年代末からのデフレ基調
下では，共販青果物価格も低迷している。加え
て，開発輸入増，自治体農政の地産地消の提
唱，「新農基法の時代」としての食安全性推進
下のトレーサビリティー要請も加わり，共販供
給サイドも直販での活路打開へ関心を深めてい
る。結果として，今日の直販は経営主体と参画
者規模の点で，個別農業者によるＩＴ販売・宅
配などから，農協や第三セクターによる大型直
販所に至るまでの多種化を遂げている。
　ところで，直販研究対象は生鮮農産品・加工
品の販売活動に止まらず，自家栽培食材でのス
ローフードのレストラン経営，さらには松木洋
一（）も東京都下の事例として扱うよう
に，農業の多面的機能の直売化（体験農園な
ど）も加える状況下にある。しかし，本稿での
直販研究対象は複数農業者による朝市（昼市・
夕暮れ市を含む建物外直販，以下では特記の要
に際し朝・昼・夕を明記する）と直販所（建物
内）に対象を限定した。その理由の第㧛は，本
稿の対象地域は果実・野菜の主産地として共販
を展開しており，流通対照性としての直販を把
握したいからである。第㧜には，管見の限りで
の直販に関する先学の論考は，特定の直販活動
に関する分析事例が多い。この点で，大阪府下
朝市・直販所を対象とした藤田武弘（）
の地域論的研究を敷衍したいからである。な
お，本稿の分析対象地域である鳥取県中部域
は，倉吉市と周辺㧢町㧛村を指し，農協域では
東伯農協と年合併成立の鳥取中央農協（以
下ではＪＡ）の活動域である。本域では年
㧢月現在，経営主体類型㧣区分下に，の農産
物朝市・直販所が確認出来る。
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Ⅰ　本県中部域の地域性概観
㧛．その特記すべき事項
　本稿の分析対象地域は鳥取市と米子市間約
`bの中間地点にある倉吉市を地域中心に
総面積#`b（県域の約#％，うち倉吉
市#`bを占めている。水系は東より東郷
湖流入小河川・天神川・由良川・加
か
勢
せい
蛇
ち
川など
に分かれ，単一水系ではない。県下でも特に本
地域での耕地土壌構成が旧行政村域別にも多様
で，砂丘砂土・大山火山灰土・河川沖積土・山
畑土のモザイク構成を示している。翻って，
年国調人口は!人（うち倉吉市!
人，前回国調より!人減）で，うち羽合町
のみ年以降の毎国調で人口増加を示し，特
に～年では#％増を示し!人にな
った。
　かかる人口動態，とりわけ倉吉市の市街地外
延化の中で，旧中心商店街（旧ＪＲ倉吉線─
年廃線の打
うつ
吹
ぶき
駅周辺の活性化が年第㧝
セクター（株）赤瓦の設立を契機に加速した。
一方，年倉吉パークスクエア（敷地面積約
万 b，県施設：倉吉未来中心─!席大ホ
ール・梨記念館・アトリウム─室内吹抜け空
間・よりん彩─男女参画サロン，市施設：ふれ
あい広場・食彩館・倉吉交流プラザー市立図書
館と生涯学習センター・温水プール・屋外遊具
園など）が開設された。本スクエアは本市の中
心商店街から東へ約ｍの駄教寺町にあり，
興和紡績倉吉工場（年本市が誘致・年
全面閉鎖・年敷地を本市が全面買収）の跡
地再開発として造成された。なお，西原　純
（）は倉吉市の年代に至る百年誌を地
誌学の立場から扱っており，また小林宏行
（）は旧市街地の活性化と本スクエアの人・
物・情報の交流効果を高く評価している。後論
のように，本施設には直販㧜形態が活動する。
翻って国道整備に言及すると，年号線
人形峠トンネル開削，年㧣号線の北条砂丘
横断化とその東延での年青谷羽合道路開
通，年号線犬
いぬ
挟
ばさり
トンネル開削は，特に
本稿対象地域への時間的距離を縮めた。
㧜．本県中部域農業の特色
　本地域農業の特色として，第㧛に旧農基法下
の主産地形成期を中心に，上述の自然的基盤に
於ける適地適作を追求し，旧行政村規模的な野
菜・果実・畜産部門内での作物特化を遂げた点
である。結果として，本地域は全国大産地での
㧛作物特化との比較では，多種少量生産の主産
地形成を現在に残した。なお，井上寛和（）
は本地域市町村別での，かかる作物特化の様相
をすでに報告している。第㧜に本県内での本地
域への農業生産の集中性である。すなわち，
年生産農業所得統計での本県農業粗生産額
億円に於いて，本域は億円・#％を占
ている。また，年販売農家中の専業農家戸
数では，本県値!戸に於いて，本域!戸・
#％である。第㧝に本域内に於ける市町村間
での域内格差性である。すなわち，農家㧛戸当
たり生産農業所得（年県値，本域値，
三朝，羽合，関金・倉吉・泊，赤碕，
東郷・北条，東伯・大栄万円）での
格差であり，とりわけ大栄町の優位性が歴然と
する。専業農家率（同年県値#％に於いて，
本域値#・大栄#％－㧜位三朝を#ポイン
ト引離し，最低の関金#％）でも，大栄町は
突出した高率性を持続している。
　さて，図㧛は本県農政での㧟農林振興局（以
下では振興局）域別市町村と，それらの農水省
農業地域類型とを示している。いま，振興局別
に本類型該当市町村数を纏め，年本県人口
，人の振興局間構成比を付記してみよ
う。まず臨海㧝振興局では，鳥取（都市的㧛・
平地㧛・中間㧝・山間㧜；#％），倉吉（平
地㧝・中間㧠・山間㧛；#％），米子（都市
的㧜・平地㧞・中間㧞；#％）となる。一方，
内陸㧜振興局では，八
や
頭
ず
（中間㧝・山間㧟；
#％），日野（中間㧛・山間㧝；#％）であ
る。総面積!`bの狭小性の中での本県の地
勢の複雑性と，臨海㧝振興局での倉吉の相対的
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人口僅少性に注目したい。
Ⅱ　県農林振興局別での「朝市・直
販所」
　本県での「朝市・直販所」の分布調査は
年㧢月に経営指導課で，ついで年月に新
設された市場開拓課（地産地消推進室を併設）
で実施された。この両調査は年を嚆矢とす
る年までの例の「朝市・直販所」を把
握している。表㧛はこれら例を振興局別に，
開設年次㧞期区分と参画農業者規模区分で示し
てある。この際，年次区分はⅠ期（～
年）＝全国的な直販濫觴期・後半バブル経済
期，Ⅱ期（～年）＝バブル経済崩壊前
期，Ⅲ期（～年）＝バブル経済崩壊後
期，Ⅳ期（～年）＝農業不振深化期
（初年での本県下㧞農協体制成立，デフレ基調
下の農産物価格下落）とした。一方，参画農業
者規模区分では，㧜～人＝超小型，～人
＝小型，～人＝中小型，～人＝中型，
～人＝大型，人以上＝超大型と命名
する。なお，㧞農協域と振興局域との関係で
は，「鳥取いなば農協」＝鳥取・八頭振興局域，
「鳥取中央農協」＝倉吉振興局域，「東伯農協」
＝同左，「鳥取西部農協」＝米子・日野振興局
域である。また，本章では上記期間以後を含め
て，活動を撤退・改組（合併）した事例も不問
とした。
　結果として各振興局域は，つぎの特色を示し
ている。すなわち，鳥取振興局域：事例総数
のうち半数がⅠ期に集中し，経営指導課が把握
した本県での最古事例（岩美町域）も本振興局
域内である。大規模直販所事例では，Ⅱ期で大
型㧛（国府町域），Ⅳ期で超大型㧜（鳥取市域
－その内㧛は単独農協の鳥取畜産農協を経営主
体とし，八頭振興局域をも含む参画農家への堆
肥供給と直販を結合する点で要注目）が開設さ
れた。八頭振興局域：事例総数のうち半数が
Ⅰ期であり，Ⅳ期で超大型（智頭町域）の開設
という点で鳥取振興局域と類似している。倉吉
振興局域：事例総数に於いて，開設時期が最
も分散的である。合わせて，大規模直販所の開
設もⅠ期で大型㧜（関金町域・三朝町域），Ⅱ
期で超大型㧛（大栄町域－合併以前の単位農協
での組合員を株主とする直販所として注目），
図㧛　鳥取県農林振興地域と市町村別農業地域類型
出所）鳥取統計情報センター作図の市町村図に加筆した。
C
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Ⅲ期で大型㧛（関金町域），Ⅳ期で大型㧝（倉
吉市・羽合町・関金町域）と連続している。米
子振興局域：事例総数に於いて，Ⅰ期は皆
無，㧝事例がⅡ期に，半数がⅣ期である。全期
に渉り大規模直販所も皆無であった。しかし，
変化は本章での考察期間後に現われた。すなわ
ち，年㧝月「ふれあい村アスパル」（鳥取
西部農協が日
ひ
吉
え
津
づ
村域に開設した「ＪＡグリー
ン西部」内の直販所一売場面積b・日野農
林振興局域をも含む参画農業者数名・消費
表㧛　朝市・直販所の開設期と会員規模
 鳥取県農林振興局域別　年月
農林振興局
時期区分
会員規模　人
鳥取 八頭 倉吉
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計
㧛～          
～             
～          
～       
～      
～      
合計               
農林振興局
時期区分
会員規模　人
米子 日野 合計
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計
㧛～        
～           
～       
～        
～       
～     
合計             
注）表頭時期区分はⅠ期：～年・Ⅱ期：～年・Ⅲ期：～年・Ⅳ期：～年。
資料）「ふれあい直売市マップ」年月作成の原資料により作成。
出所）鳥取県農林水産部市場開拓課。
表㧜　開店区分類型から見た朝市・直販所
鳥取県農林振興局域別　年月
類型記号
農林振興地域 NB> NB6 N<> N<6 N<J HB> H<> H<6 H<J 計
鳥　取        
八　頭      
倉　吉       
米　子        
日　野     
県　計          
注）直販所の類型記号　開店状況での年内期間：Ｙ通年・Ｓ冬季休業。
　　開店曜日：Ｍ㧛休曜以外毎日・Ｇ限定曜日。㧛日での時間帯：Ｉ終日・Ａ朝市・夕暮れ市。
資料）・出所）表㧛に同じ。
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者会員組織あり）の出現である。なお，「ＪＡ
グリーン西部」は「米工房」・「あぐり館」（肥
料・農薬・農業資財の営農指導員付き販売所）・
「パルスステーション」（交流会室・料理教室・
ガーデニングの多目的空間）の㧝施設を併設し
ている。この際，「朝夕市・直販所」への消費
者会員組織は，管見のかぎり 7HH山陰放送局
前庭での朝市にも存在しているが，注目すべき
先進性である。日野振興局域：設立の時期区分
別での様相および大型直販店の出現期に於いて
米子振興局域と類似している。その限りに於い
て，経済地域類型で中間・山間地域で同一の，
八頭振興局域との対照性が浮上する。
　一方，表㧜は表㧛での「朝夕市・直販所」
の，営業の開店区分類型を㧟振興局別に比較し
ている。営業の開店区分類型とは，営業期間
（通年か冬期休業）・週間営業状況（定休日以外
での毎曜日か限定曜日）・営業時間（終日・朝
市・昼夕暮れ市）三者の，択一組み合せを指し
ている。なお，成立類型中の類型記号㧝者
（NBJ，HB6，HBJ）は該当なしである。結
果として，第㧛に，臨海㧝振興局域の比較で
は，鳥取・米子の両振興局域が通年型を主体と
するが，倉吉振興局域は類型分散性が卓越して
いる。かかる相異性は前者が需要サイド要求の
結果であるのに対して，後者は保持する総人口
数からも供給過剰要因が働き，直販所形態の多
様化を遂げる一因もある。第㧜に，八頭・日野
振興局域の比較では，後者が通年・毎曜日の
「朝市・直販所」を欠く状況に過疎が関与する。
Ⅲ　経営主体から見た中部域直販
　Ⅱ章に於いて，年秋での本県中部域すな
わち倉吉振興局域での「朝市・直販所」数は
であった。本章では年㧢月現在での「朝
市・直販所」を分析対象とする。この約㧜カ年
間での異動はつぎの様である。まず「朝市・直
販所」数の減少では，第㧛に，「上井朝市」
（年より，倉吉市旧村上
あげ
井
い
村域，清
せい
谷
たに
公民
館で─イベント専念のため撤退），および「西
郷ふれあい市」（年より，同市旧村西郷村
域，?6西郷支所前─高齢化のため撤退）の㧜
件がある。第㧜に，表㧝での⑰「とれ鮮市」
（年㧠月㧛日より，旧トピア東伯改め「と
れ鮮市トピア店」内で）に関連する。すなわ
ち，⑰は「東伯農協女性会夕ぐれ市」（年
よりトピア東伯西側駐車場で）と「とうはくと
れ鮮市場」（年より東伯プラッツ構内で）
の，両農協系直販の統合である。因みに，「東
伯プラッツ」は地ビール醸造販売での全国第㧛
号で有名である。一方，増加では⑦「明倫夕ぐ
れ市」（年より）が新規参入した。なお，
表㧝は本稿第Ⅱ章の考察での資料（県経営指導
課・市場開拓課資料）を継承しつつ，独自のヒ
アリングとアンケートを加えて作成した。
　さて，表㧝の表側は「朝市・直販所」の運営
主体および主体的参画農業者の居住範域を指標
とした分類区分である。すなわち，「非農協系」
Ⅰ～Ⅴ（「問い合わせ先」が農協関連でない
「朝市・直販所」），「農協系」Ⅵ～Ⅷ，「第三セ
クター」Ⅸに㧝大別した。ただし，全「朝
市・直販所」の参画者は後述する⑩での一部例
外を除き，全員が ?6傘下または東伯農協の組
合員である。また，「朝市・直販所」間の会員
重複もみられる。
㧛．「非農協系」の「朝市・直販所」
Ⅰ　㧛集落有志の朝市・直販所
①「木地山百円市」：年より，三朝町木地
山集落内の有志㧞名が，国道号線人形峠ト
ンネル至近の同集落沿道で開所する。冬期を除
く土・日曜では朝市であり，他曜日は無人市で
開所している。
②「大
おお
父
ぶ
集落直売グループ」：年より，赤
あか
碕
さき
町域「道の駅　ポート赤碕」（年赤碕漁
協事業会開業）へ，本集落名の直販所をイン
ショップで通年週㧟回終日の開店。各自家製の
「筍の水炊き」・「山菜佃煮」・会員醸造家の日本
酒銘柄「酔うたん坊」なども扱う。また，本グ
ループは東京・大阪への会員産米の宅配販売も
手懸けている。本集落は本町域最南にある。
農産物直販から見る地域農業-鳥取県中部域での事例研究-
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表㧝　経営主体別での農産物直販形態　鳥取県中部域
年㧢月現在
分類
区分
番号 所在の
市町村
朝夕市と直販
所の名称下線
は直販所
運営主体ＪＡは鳥
取中央農協を指す
所在地・開設場所 開設
西暦
年下
㧜桁
会員数
計（女子数
単位：人
開店状況　期間：Ｙ
通年・Ｓ冬なし。曜日：
Ｍ㧛休曜以外毎日・Ｇ
限定曜日。時間帯：Ｉ
終日・Ａ朝・Ｕ夕　
① 三朝町 木地山百円市 木地山集落内の有志 国道号線人
形峠近傍
 
… Ｓ・Ｇ・Ａ
Ⅰ
② 赤碕町 大父集落直販
グループ
大父集落内の有志 国道㧣号線道の
駅「ポート赤碕」
へ，インショップ
 
 Ｙ・Ｇ・Ｉ
③ 三朝町 泉の里特産市 今泉集落の有志 国道号線沿
い同集落
 
 Ｓ・Ｇ・Ａ
Ⅱ
④ 泊　村 甲亀山ふれあ
い市
石脇・筒地・泊・
小浜の有志
石脇集落内店舗  
 Ｙ・Ｇ・Ｉ
⑤ 関金町 清流遊 NDJ村 米富・小泉集落の
釣りセンター
小泉集落内  
 Ｙ・Ｍ・Ｉ
Ⅲ
⑥ 倉吉市 おかも朝市 小鴨地区総合開発促進協議会・旧 ?G西
倉吉駅舎跡地
 
 Ｓ・Ｇ・Ａ
⑦ 倉吉市 明倫夕くれ市 おかも朝市のメンバー・明倫小学校前  
 Ｓ・Ｇ・Ｕ
Ⅳ
⑧ 三朝町 三朝温泉日曜
朝市
同町内の東・西㧜校区農家・観光商
工センター横
 
 Ｓ・Ｇ・Ａ
⑨ 倉吉市 久米にこにこ
市
北谷・高城・社㧝校区有志・?6中
央営農センター横
 
 Ｙ・Ｇ・Ｕ
Ⅴ
⑩ 倉吉市 パークスクエ
ア日曜朝市
倉吉市元気な村づ
くり協議会（市農
林課支援）
倉吉パークスク
エア内ふれあい
広場
 
 Ｓ・Ｇ・Ａ
Ⅵ
⑪ 東郷町 とうごう市 ?6東郷町支部女性会 Ａコープ東郷隣接  
 Ｙ・Ｇ・Ｕ
⑫ 三朝町 三朝青空百円市 三朝町支部女性会 山田・温泉病院前  
 Ｙ・Ｇ・Ａ
⑬ 三朝町 木曜夕暮れ市 同上 Ａコープみささ
店前
 
 Ｙ・Ｇ・Ｕ
⑭ 関金町 ?6関金町支部女
性会ふれあい市
同上の別店
同左同上 関金宿・宝製菓
前，別店はＡコ
ープ関金店前



 Ｓ・Ｇ・昼
Ｓ・Ｇ・昼
⑮ 赤碕町 赤碕ふれあい市 ?6赤碕町支部女性会 Ａコープ赤碕店前  
 Ｙ・Ｇ・Ｕ
⑯ 北条町 =D?ND砂丘マ
ート
?6北条町支部女性
会
Ａコープ下北条
店内
 
 Ｙ・Ｍ・Ｉ
⑰ 東伯町 とれ鮮市 東伯町女性会を主体 とれ鮮市トピア店  
 Ｙ・Ｍ・Ｉ
Ⅶ ⑱ 大栄町 お台場いちば ㈱大栄協同開発大栄町支所組合員株主
国道㧣号線道の
駅「大栄」
 
 Ｙ・Ｍ・Ｉ
Ⅷ
⑲ 倉吉市 フルテリア ?6直販店舗課直営 倉吉パークスク
エア食彩館
 
 Ｙ・Ｍ・Ｉ
⑳ 関金町 湯の関ふれあ
いハウス
年直営化 高齢者生活福祉
センター隣
 
 Ｙ・Ｍ・Ｉ
㉑ 羽合町 羽合夢マート 同上 ?6 羽合町支所
北に隣接
 
 Ｙ・Ｍ・Ｉ
Ⅸ
㉒ 三朝町 道の駅「楽市楽座」 ㈱グリーンサービス 国道号線大柿  随時出荷 Ｙ・Ｍ・Ｉ
㉓ 関金町 道の駅「犬挟」 ㈱せきがね犬挟観光 国道号線・近
同名トンネル
 
 Ｙ・Ｍ・Ｉ
注）表側の朝夕市・直販所類型区分：Ⅰ㧛集落，Ⅱ複数集落，Ⅲ旧㧛行政村域，Ⅳ複数の旧行政村域，Ⅴ倉吉市全
域参画対象，Ⅵ ?6女性会，Ⅶ㈱大栄協同開発，Ⅷ ?6直販店舗課直営，Ⅸ第㧝セクター
資料）「ふれあい直売市マップ」年を原資料に，年㧢月までの直販所見学・アンケート・ヒアリングにより作成
した。
出所）鳥取県農林水産部市場開拓課。
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農産物直販から見る地域農業 BVg#
③「泉の里特産市」：三朝町今泉集落内の有志
名が，国道号線同所で開店する。冬期を
除く日曜朝市である。町農林課も支援した。
Ⅱ　旧㧛行政村での複数集落の有志の直販所
④「甲亀山ふれあい市」：年より，生活改
善グループとして泊村内の㧞集落─石脇・筒
つつ
地
ぢ
・泊・小浜の名うち女子名で通年月㧛回
終日，石脇集落内で開所。同グループは年
加工特産品開発班「泊村はまなす加工研究グル
ープ」を設立した。その最大の成果は，海岸自
生の「つわぶき」（泊村村花）の佃煮加工で，
隣接東郷町の「水明館」（国民宿舎全国第㧛号）
での朝食に供用するまでの成果を挙げている。
⑤「清流遊 NDJ村」：関金町米
よね
富
どめ
・小泉㧜集
落による釣りセンターの経営。同時に自産食材
加工，特に「山菜おこわ」の同所での提供およ
び予約販売を展開している。
Ⅲ　旧㧛行政村域での地区振興の朝市
⑥「おがも朝市」生産者出荷組合：倉吉市域旧
行政村㧛村（㧛小学校区・集落数）での，小
鴨地区総合開発促進協議会（小鴨公民館内）農
産部の主活動として，年以来㧠～月半年
間毎水（午前㧠時半～）・日曜（午前㧡時～）
の朝市である。開催場所は旧ＪＲ倉吉線西倉吉
駅舎跡地（西倉吉バス停より南へ約ｍ）で，
「おがも広場」と通称されている。道路を隔て
て南に「ロードステーション西倉公園」（「トイ
レづくりの街・倉吉」らしい綺麗な御手洗いが
ある）が旧軌道敷の面影を止めている。
　本朝市は独創的な対面販売として「鳥取の自
慢選」にも入り，知名度も高い。表㧞のよ
うに，年度では参画農家戸（夫婦戸・
男㧜人㧛戸・男㧛人㧟戸・女㧛人㧠戸＝男子計
・女子計人）が，幌付き軽トラ台を広場
を中にして馬蹄形に駐車（毎年初市前日に位置
を抽選）して，荷台を売店にする。参画農家数
を前年度と比較すると，参画農家㧛戸減・男子
㧛女子㧝人減（㧜戸撤退＝夫婦㧛戸と「希望の
家」男女各㧛人，夫婦㧛戸の内女子㧛人撤退，
男子㧛人の㧛戸新規参入）である。「希望の家」
は，倉吉市みどり町にある身体障害児施設であ
表㧞　「おがも朝市」の参画農家構成
年㧢月現在
農家
番号
男女
　人
居住の
集落名 出店品目
他の「朝市・直
販所」への出荷
   富　海 野菜類　梨
あたご柿・会長
⑦⑲
   野菜類 ⑦⑩
   野菜類
  花き
   野菜類　梨
あたご柿
  野菜類　梨
あたご柿
  野菜類
   野菜類 ⑦妻⑩
  野菜類 ⑦
  中河原 野菜類　りんご
ウド粕漬け
⑦⑩
  野菜類
  イギス ⑦⑩
   下大江 シブ
   菊・副会長・
全国愛瓢会会員
⑦⑩の会長
   小　鴨 野菜類 ⑦「犬挟」
   野菜類 ⑦
  野菜類 ⑦
  生　田 野菜類　倉吉総
合卸売市場へ
父⑩
   野菜類・有機
栽培米産直も
⑩⑲
   北　野 菊　切り花
  岡　山 蒜山高原野菜 ⑦⑩
   倉吉市内 ポット花苗 個人でＩＴ販売
   関金町 野菜類
  倉吉市内 東伯町域産
肉類や鮮魚
  上小鴨
校　区
上古川
野菜類・
今年新規参入
⑲
計  
注）表中，岡山は真庭郡八束村上長田。イギスは海草
から造る付き出しの伝統食品。
　　シブは照葉樹小枝の仏花。⑦「明倫夕暮れ市」，⑩
「パークスクエア日曜朝市」，⑲「フルテリア」。表
㧝を参照のこと。
資料）ヒアリングにより作成した。
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るが，本朝市開設以来年まで，児童と先生
の収穫品を搬入し男女各㧛人として会員参画し
ていた。年度会員戸を住所別にみると，
旧村小鴨村戸（富
とど
海
み
㧣・小鴨㧝・中川原㧝・
下大江㧜・生田㧜・北野㧛戸）・旧村上小鴨村
㧛戸（新規参入）・旧倉吉町㧛戸（元小鴨村の
人）・関金町㧜戸・岡山県真庭郡八束村上長田
㧛戸である。旧村小鴨村以外の農家の参画によ
り販売品目の多様化が計られている。なお，販
売品目中の「シブ」とは照葉樹小枝の仏花，
「イギス」とは海藻から造る付き出し用の当地
伝統食品である。
　ところで，本朝市の開催期間中には特別企画
日（初市─ぜんざい・揚げ豆腐の振舞い，盆
市，謝恩市─景品抽選会と豚汁の振舞い，止め
市）がある。この財源に注目すると，まず㧜回
の炊出しは市補助金（旧村の公民館単位で交
付，小鴨公民館では毎年定率で本朝市へ支出）
に依存してきた。補助金額が大であった数年前
では，会員の研修旅行も可能であった。一方，
抽選会の景品代（年度では約万円）は年
会費（㧟千円）以外での会員均等割とする。こ
の際，その景品は会員の調達可能な自作農産物
を充て，一旦組合で買上げた上で均等負担す
る。なお，抽選会の細目は，朝市期間での回
参加者を，一般抽選会での㧛回抽選権保有者と
し，特等㧛人梗米・㧛等㧟人糯米・㧝等人玉
葱・㧞等人里芋・㧟等菊・等外は揚げ豆腐
人分を準備する。加えて回以上の来訪客
に，当朝市会長賞景品・同副会長賞景品を含む
特別賞（人・㧜`\粳米）の抽選対象者とす
る。因みに，年までは倉吉農協組合長賞・
同常務賞・同専務賞・本公民館長賞・本協議会
長賞・同農産部会長賞の諸景品も特別賞に名を
列ねていた。「おたのしみ抽せんカード」（裏面
にブドウ㧞房の各粒へ㧛～の数字）は，例年
初市日に売場㧛番の農家が来訪客へ手渡し，ゴ
ム印押捺作業を止め市まで売場農家順に巡送す
る。
　ここで，年㧠月日（日・晴天）での初
市状況を素描する。すなわち，午前㧟時召集へ
会員は参集し，本部テント・たれ幕・幟り旗を
設営した。当日は「ぜんざい・揚げ豆腐の振る
舞い」があり，本部に食材・調理具が各分担班
で数分内に準備された。すでに馬蹄形軽トラ駐
車配列も済んでいる。㧠時に会長のＹ氏から初
市の挨拶が行なわれれた。ついで，会員全員で
共通販売品の値決めをしたが，実に楽しい雰囲
気であった。マイクが「振舞い開始」を告げた
㧠時分には，すでに参集者は大部分年配での
名余の㧛縦列になったが，交歓の様子から
その大部分はリピーターである。副会長のＦ氏
によると北条町・大栄町からの常連の方もあ
る。初市を祝う要路の人も数人は居られた。印
象深いのは，馬蹄型駐車列から少し離れてＪＡ
職員による共販「大原トマト」の扱所が設けら
れたことである。ともかく，㧡時のホイッスル
を合図に各軽トラの幌が一斉に外されて，朝市
が開始した。終了は小㧛時間後と早かった。
⑦「明倫夕ぐれ市」：年より西倉吉の小鴨
川対岸にある明倫小前で「おがも朝市」会員中
の希望者（表㧞参照）を主体に，戸・名
（うち女子名）で開店する。「おがも朝市」と
同形態・同開店期間であり，開催曜日（水曜日
ただし第㧜・第㧞のみ）も「おがも朝市」と同
曜日を採っている。
Ⅳ　複数旧行政村域での朝市・夕暮れ市
⑧「三朝温泉日曜朝市」：本町の三朝東小校区
中の㧢集落，三朝西小校区の㧢集落計集落の
直販拠点として，温泉旅館が立ち並ぶ街区の観
光商工センター前を選定している。会員名中
名が女性である。町農林課も支援した。
⑨「久米にこにこ市」：通年の夕ぐれ市開催地
は本市横田のＪＡ中央営農センター横である。
会員は倉吉市域旧㧝村，北谷（㧢集落・戸・
名うち女性名），高城（集落・戸名
うち女性名），社（集落・戸・名うち女
性名）に倉吉市越殿町の男性農業者㧛人が加
わる。会員合計名うち女性名という人員規
模と広域性は販売係当番の回数を減らし，同時
に市の品揃えを豊富にする。会員の個別売掛金
の個別振込みも独自で行なう。後述の⑩「パー
農産物直販から見る地域農業-鳥取県中部域での事例研究-
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クスクエア日曜朝市」・⑲「フルテリア」への
重複会員も多い。専兼別の参画では前者％台
で，全調査事例と共通する。一方，会員も参加
する生活改善グループの加工品（「ひなどりグ
ループ」の「こも豆腐」一藁づとで豆腐を包
む）も有名である。
Ⅴ　倉吉市域農業振興の朝市
⑩「パークスクエア日曜朝市」：まず，本直販
活動が実施されるスクエア内の「ふれあい広
場」での年度での農業関係のビッグイベン
トを一瞥する。すなわち，㧟月「メロンとラベ
ンダーまつり」，㧣月「C=@ふるさと食にっぼ
ん食」，～月「第回国民文化祭・とっと
り」と，県規模での食の催しは中部域の豊
かな農産物生産のイメージと重ねられて，この
広場が活躍している。食を離れても，この広場
は全国的に有名な「倉吉マラソン」の起終点で
あり，年からは，フリーマーケットの「く
らよし大市」（毎月最終日曜日午前より・持ち
込み地域制限なし）も開かれている。⑲「フル
テリア」共々，本朝市も，交流への一役を果た
している。
　開設に向けては，「倉吉市元気な村づくり推
進会」（市農林課支援）が構想を練った。
年㧠月より本朝市は開始したが，翌年㧞月その
窓口は「ふれあい広場」隣接の「倉吉交流プラ
ザ」内の市教委生涯学習課「倉吉まちづくり協
議会」へ移管された。なお，本朝市運営協議会
規約は，ａ．原則として会員を倉吉市在住者と
し，ｂ．開催の場所柄から直販品の搬出入の注
意自覚を参画条件とし，ｃ．対面販売方式の採
用，ｄ．事務局を本会会長宅とする，を骨子と
している。年度も会長は「おがも朝市」の
副会長Ｆ氏である。
　表㧟に於いて第㧛に，店舗形態は開催毎時
の，テント番号㧛～班の参画グループでの，
組み立て式小型テント（市所有）のハモニカ型
設営である。広場を隔てた真ん前の「食彩館」
内のＪＡ直販店舗課直営の直販所「フルテリ
ア」とのコントラストは強い。第㧜に，構成メ
ンバー戸中㧣戸は「おがも朝市」という対面
販売の雄であるが，残余では，自然農法産品
（テント㧜・）と非農家参画（テント㧢・）
が特色である。つまり，本朝市は産消協同型な
のである。
㧜．「農協系」の「朝市・直販所」
Ⅵ　ＪＡ女性会支所別支部の［朝市・直販所」
　本域では女性が基幹的農従者の％を占める
が，年ＪＡ女性会への統合以前から，単
位農協別に活発な諸グループ活動（生活改善・
直販活動・福祉─高齢者介護・教育─学校給食
材提供・文化・営農─有機肥料）を展開してき
た。本項ではＪＡ各支所組合員課の女性会に事
務局を置き，直販所活動をする㧡例が対象であ
る。この際，第㧛に，Ａ群［⑪「とうごう市」
＝Ａコープ東郷店隣接・⑫「三朝青空百円市」
＝温泉病院前・⑬「木曜夕ぐれ市」＝Ａコープ
みささ店前，⑫とは会員一部重複・⑭「ＪＡ関
金町支部女性会ふれあい市」＝宝製菓前，
年よりＡコープ関金店前で支店活動開始・⑮
「赤碕ふれあい市」＝Ａコープ赤碕店前］と，
Ｂ群［⑯「=D?ND砂丘マート」＝Ａコープ下
北条店内・⑰東伯町農協の「とれ鮮市」＝「と
れ鮮市トピア店」内］の㧜区分が必要である。
　加えて，第㧜に表㧝からも，各参画集落・各
会員数が多様である中で，Ａ群は⑫の㧟時から
の朝市および⑭の昼市を除いて夕暮れ市であ
る。⑨事例をも含めて，女性による直販活動の
夕暮れ市への集中性は，採りたて野菜の出荷を
兼ねて販売当番も済ませるという着想（対面販
売化）にある。ともかく，⑪での梨収穫期を典
型に各事例での特化作物の収穫期が，女性労働
のピークとなる。販売価格も百円市または持込
者自由の択一で，簡潔にして各事例は出品内容
での独自性発揮となる。第㧜に，Ｂ群はＡコー
プ内へインショップすることで，終日販売での
増収とバーコード化による販売当番の回数減少
を得ている。
　ところで，女性会の生活改善活動は初期では
保健・農業簿記・青色申告記帳を主体としてい
た。しかし，その指導助言での農業改良普及所
農産物直販から見る地域農業-鳥取県中部域での事例研究-
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の機能は農産加工品の試作へと変化した。その
商品化への成功例は「朝市・直販所」での販売
加工品として登場する。
Ⅶ　㈱大栄共同開発の直販所
⑱「お台場いちば」：国道㧣号線道の駅「大栄」
は年全国第号指定であり，前年完成の町
立「お台場公園」#]V（#]V多目的広場ほか
㧣施設）に隣接する。そのサービスエリアは，
表㧟　「パークスクエア日曜朝市」の参画者構成
 年㧢月現在
テント
番号
会員
番号
参加
人数
小学校
校区
住居
集落
他市・直販所
への出荷
出店品目・
本会の役職・職業
  ・ 小　鴨 中川原 ⑥ うど粕漬・奈良漬け
   高　城 下米積 ⑲ 監事　
 ・ 高　城 今在家 ⑨⑲ 自然農法グループ
会社員　その認定ラベル，
BD6を貼って販売している。
  北　谷 大河内 ⑲
 ・ 灘　手 上　神 ⑲
   明　倫 越殿町 ⑨ 活動中止予定
  ・ 上小鴨 中川原 ⑥⑦ イギス
  ・ 小　鴨 下大江 ⑥⑦⑲ 会長　菊専門
  ・ 小　鴨 生　田 ⑥⑦ 監事　各種野菜・糯米
  ・ 小　鴨 生　田 ⑥⑦ 市農業委員　有機栽培米
   西　郷 大　原 会計・会社社長　大原は無
加温低農薬トマト栽培で共
販
  西　郷 大　原 ?6のＯＢ
  西　郷 大　原 会社員
  西　郷 大　原 会社社長
   小　鴨 富　海 ⑥⑲ 会長　野菜・卵
  ・ 上北条 古川沢 ⑲ 副会長　様々な豆類・素麺
かぼちゃ・もち大豆
  上北条 古川沢
  ・ 小　鴨 富　海 ⑥⑦ 野菜・秋には梨
  ・ 小　鴨 富　海 ⑥⑦⑲ 上に同じ
   社 大　谷 アキヒメ南京・野菜
  社 大　谷 上に同じ
   岡山県 上長田 ⑥ 蒜山高原野菜
   上小鴨 鴨河内 アキヒメ南京・西瓜
  ・ 灘　手 上　神 ケチャップ・自然農法無農
 ・ 灘　手 上　神 薬栽培トマト・花
  ・ 上小鴨 上古川 ⑲ 野菜・秋には梨
注）販売は会員が張のテントの編成で行なう。会員が農業者でないグル
ープには，会員居住集落の非会員農家が参与している。参加人数での㧜
は夫婦会員である。
参加人員欄の・印は女性数（名）である。他「朝市・直販所」への出
荷欄：表㧝の直販所番号で表示。
資料）年㧢月でのヒアリングにより作成。
農産物直販から見る地域農業-鳥取県中部域での事例研究-
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年よりの㈱大栄共同開発の本直販所と（株）
お台場観光（当初大栄町商工会，現個人経営の
純土産品売場付きレストラン）および台駐車
場で構成される。
　㈱大栄共同開発は大栄町農協（現 ?6大栄町
支所）の組合員を株主とした直販会社である。
㧛株㧟万円で，設立以降ＪＡ中央への合併まで
は資本金㧜千万円，同合併を機に㧛千万円に減
資した。現在の持株構成は西瓜協議会株・な
がいも部会株・果実（梨）部会株・ぶどう
部会㧛株・お台場いちば「友の会」（直販出荷
農業者の呼称，名㧛万円拠出，以下でも本
呼称で）株・?6中央農協株・?6大栄町支
所役職員株で，株券は団体名義である。配当
は年無配を除き当初より減資までは％，
年より％である。なお，当社定款による
と，事業内容は農作業受託・農畜産物加工販
売・堆肥製造販売・農機貸出・農業資財加工販
売・育苗センター・育苗土生産販売・有価証券
保有運用業務・観光農園経営・農畜産物直売所
としている。しかし，専ら最後者のみに事業を
限定してきた。
　「お台場いちば」は［㧛階平屋建bうち
㧢b事務室以外の売場面積・営業人員㧠名＝
（代表取締役㧛，営業部長㧛，支所管理課出向
職員㧛，レジ係臨時職員㧝名）］で活動するが，
営業内容には隣接の「バーベキューハウス」
（b・収容人員名・食材はＡコープだい
えい店準備で調理士出張）を兼務している。な
お，本町挙げてのイベント開催日（「すいか・
ながいも健康マラソン」毎年㧡月第㧛日曜，
「お台場まつり」毎年㧢月㧛日など）には友の
会員と支所職員計名が仮設テントで共販品の
販売を手伝う。年現在，「友の会」会員数
は個人会員名うち女子名と，大栄町支所
女性会の加工品グループ㧠者である㧛）。支所女
性会会員数は名であるので，直販活動への
強い志向を窺いうる。なお，「友の会」会員に
は年売上額に対して，㧜％の出荷奨励金が還付
されている。
　表㧠の販売額欄により，まず年度「お台
場いちば」の部門別売上状況を提示する。すな
わち，同年度純売上高（総売上高㧜億万円
一税金）㧜億万円は「友の会」農産物搬入
#％・「友の会」加工品#％・大栄町支所共
販品#％・他支所等受入加工品#％・自動販
売機（ソフトクリーム・ジュース）#％・バ
ーベキュウハウス#％の構成比である。なお，
月別純売上高の最大値は共販西瓜販売増を反映
した㧡月である。同月での「友の会」搬入比率
は#％に低下するが，その実額は年平均値を
凌駕している。一方，月別純売上高の最低値は
㧛月であり，㧡月の#％に過ぎない。この際，
㧛月の共販品は長芋#％のみであるので，「友
の会」搬入額比率は#％に増幅する。「お台
場いちば」は本地域の大規模直販所の最大例と
して，かかる季節性を顕在化させている。
　ついで表㧠来客数欄により，年度延べ来
客数!人は，月別では最大値㧣月!
人・最少値㧛月!人・月平均!人であ
る。因みに，㧛日最大客数は㧢月第㧜土曜日
（晴れ）での!人であり，最少は㧛月第㧜日
曜日（雪）での人であった。営業部長Ｎ氏
の推定では，来訪客は周辺市町村％，大栄町
％・通過客％である。
　第㧝に，同表中の「友の会」搬入者数を見た
い。ここでは年度各月第㧛週での搬入者累
計値を提示している。すなわち，最高搬入月と
人員数は月での名である。定休の月曜日
を除いて㧛日平均名が搬入指定時間（午前㧢
～㧣時分）に搬入処理を行なう。ただし，そ
の事務処理は完全に電算機化（生産者向け値札
印刷・バーコード＝生産者名と作物名の番号と
単価入力，一方での商品貼付の生産者・単価ラ
ベル＝ EDHレジ通過のバーコード）されてい
る。因みに，同年度での「友の会」搬入商品個
数は!個であった。なお，同年会員別最
高出荷額は!!円，万円以上出荷額は
名を数える。
Ⅷ　?6直販店舗課直轄の直販所
⑲「フルテリア」：年㧡月「倉吉パークス
クエア」の「食彩館」内に開業した。同生産者
農産物直販から見る地域農業-鳥取県中部域での事例研究-
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会員組合「新鮮倶楽部」規約での出荷資格者
は，家族を含む ?6組合員・?6生産部および各
選果場と特定者である。従って共販品のアンテ
ナ店を兼ね，同時に特定者としての農産加工
品・地酒・地元産米などを加えた豊富な品揃え
である。
　?6組合員として直販農産物搬入の登録会員
数は，年㧞月現在集落名（うち女子
名で，倉吉市旧行政村集落中［西郷㧜
集落㧞（㧞名・倉吉㧞集落㧞（㧜・小鴨㧞集落
㧡（㧜・北谷㧣集落（・高城集落
（・社㧡集落（・上北条㧛集落㧛（㧚］
および現北条町㧛集落㧛（㧛・現赤碕町㧛集落
㧛（㧛・不祥町名集落での㧠（㧟名である。加
えて，「久米にこにこ市」と「北条町島いちじ
くジャム会」が，戸別とは別に団体加入してい
る。
⑳「湯の関ふれあいハウス」：年開店のＪ
Ａ関金町支所直営直販所であった。年㧝月
にＪＡ直販店舗課が直轄化した。同年㧢月現在
の会員数は人うち女子人である。
㉑「ハワイ夢マート」：年月開店のＪＡ
表㧠　「お台場いちば」の経営状況
 年度　単位：上欄円・％　下欄人
項目
月
純売上額
　　　円
「友の会」直販額　％ 共販作物販売額　％ 加工品％ その他％
??
?
??
?
??
?
? ?
?
?
??
?
??
?
??
?
?
?
?
? ?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
 !!            
 !!             
 !!              
 !!              
 !!               
 !!              
 !!              
 !!             
 !!            
 !!            
 !!            
 !!            
計 !!                
年度各月       
来客数 ! ! ! ! ! ! !
各月第㧛週㧠日間「友の会」
搬入者累計　人
      
年度各月      月平均 年合計
来客数 ! ! ! ! ! ! !
各月第㧛週㧠日間「友の会」
搬入者累計　人
      !
注）上欄での「純売上額」＝総売上額－租税額。年度総売上額＝!!円。「友の会」搬入直販税抜き売上
高!!円。
　　上欄での「加工品」中の「その他」とは，大栄町支所以外の農協系統および企業が「お台場いちば」へ持ち込む
加工品。
資料）「年度お台場いちば売上表」の提供により，作成した。
出所）「お台場いちば」営業部。
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農産物直販から見る地域農業 BVg#
羽合町支所の直営直販所であった。年㧝月
に⑳と同様に直轄化された。同年㧢月現在の会
員数は人うち女子人である。
　なお，本直販所の年月当時での活動状
況は以下の様であった。支所域内直販参画農家
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津㧛）に，町域外農家の計戸である。販
売品目は第㧛に，参画農家搬入の金額位まで
の品目（トマト・苺・菊・甘藷・大根・卵・
梨・白菜・百合・メロン）と，同戸別またはグ
ループによる加工品（そば粉・塩，糠，酢，梅
酒，粕での漬物類・梨飴）。第㧜に，他支所と
系統からの農産品（長芋・生椎茸など）と加工
品。第㧝に共販農産物（苺・梨・ぶどう・メロ
ン）であった。年度実績での販売総額は約
!万円で直販持ち込み比率％，加工品㧛
％である。レジ通過顧客数は!件で，推定
顧客構成は羽合町・周辺市町村・観光客
㧞・車通過客㧛％であった。
　さて，「⑲・⑳・㉑事例」に於いて最も注目
すべきは，直販出荷に関する詳細な規定であ
る。
　すなわち，搬入品：地方市場などでの仕入
品・無登録農薬使用作物・薬草の販売禁止。荷
姿：野菜類別での袋入などの指導。出荷量：㧛
回大量ではなく毎日出荷の推奨。値付け：係員
の指導と生産者同志の価格競争の禁止。ラベ
ル：統一ラベル（品名・価格・氏名・出荷月
日・容量記載）。品質：試食・朝取りの励行。
荷受け：荷受検査有り，である。この際，禁止
事項への違反は出荷停止処分となる点を明記し
ている。
　ここでＪＡ直販部と生産部での機構改革に言
及して置く。まず，年月Ａコープ㧢店と
㧛食肉パックセンターを㈱「ジャコム」（ＪＡ
の％出資・資本金㧛億円）へ子会社化した。
ついで年㧝月直販課から直販店舗課を新設
させた。同時に，上述の⑳・㉑直販所を直轄化
し，管轄域東半でのＪＡ大規模直販店の南北㧝
地点編成を完了したと考えられる。それとも呼
応して，生産部では管轄域を㧝区分し，東部営
農センター（対応支所─東郷・羽合・泊），中
央営農センター（関金・三朝の㧜支所，倉吉㧞
支店─㧛は金融のみ），西部営農センター（対
応支所─北条・大栄・赤碕）を設置して，農協
本来の営農部門を強化している。
㧝．第㧝セクターの直販所
Ⅸ　「道の駅」での直販所経営の併設
㉒「楽市楽座」：年に三朝町と合併前の三
朝農協の出資（前者・後者万円）により
㈱グリーンサービスを設立し，国道号線の
三朝町大柿にある道の駅「楽市楽座」を経営す
る。同名の直販所は土産品・共販品販売への併
設であり，現在は近隣農家の随時搬入として存
続している。敷地内に木工センターや隣接に
梨・りんご園も開設する。
㉓「犬挟」：年関金町・ＪＡ関金町支所・
関金町森林組合・岡山県真庭郡八束村の共同出
資（!万円）により㈱せきがね犬挟観光が
設立され，同社により国道号線犬挟トンネ
ル至近の道の駅「犬挟」が経営される。売店は
土産品・共販品・直販品コーナーに㧝区分さ
れ，直販参画農家戸の半数は本町域外で，
八束村域からの持込みもある。
　ところで，国道㧣号線と国道号線のＴ字
交差点での，道の駅「北条公園」は北条町産業
課が管理機関として「北条砂丘公園センター」
（希望の館─屋内体育福祉施設・浜の泉─コミ
ュニティフロアー・観光果樹モデル園・特産物
販売所・オートキャンプ場）を造成し，その運
営を㈱「北条通販」へ委託している。また，北
条町産業課は「長芋㧛坪地主オーナー制」や
「蜘ヶ家山　山菜の里」の農業の多面的機能の
販売でも先駆的活動をしている。
　一方，本県は年末より地域自立戦略「鳥
取ルネッサンス」─地域の人・文化・資源の地
産地消の推進運動を展開している。それを受け
て，県市場開拓課は年㧟月より県内市場を
通して地元農産物を入荷している量販店等へ，
店内に「とっとり地産地消いちば」のコーナー
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阪南論集　人文・自然科学編 Kda#Cd#
設置の協力を求めた。㧡月現在，本域では㧠
社・店舗でその幟が見られる。
おわりに
　本域では，直販の固有属性である少量多品目
性が，すでに共販に於いて成立していた。その
農業地域性を継承した本県中部域での直販は，
経営主体別に実に多彩である。本稿では，本域
の総人口数から直販活動数の過剰を推察した。
しかし，農協系と非農協系間での会員の重複に
より，巧みにその両立性が計られている。とも
かく，共販にはない直販活動の目的と存立に
は，濃淡を伴いながらも経済的志向と社会（交
流）・文化的志向との両面具備が求められる。
桂瑛一（）が「直販所は既存の流通機構に
支えられながら，それを補完するものとして存
在している」と説く意義の大切さを換言したま
でである。また，直販活動に地域振興を求める
とすれば，社会・文化的志向の強い直販活動は
自治体農政により継続的に支援される必要があ
る。本域直販活動も女性の行動力と創造英知，
明朗性に負うところ大である。その力量にも導
かれた独自性ある直販の一層の展開を祈念した
い。
注
㧛）大栄町での生活部グループ別加工品を掲載する。
ナイスミズ（長芋粕漬け），メロングループ（メロ
ン同），ジュエリー東園（ラッキョウ漬け），フロ
ーリスト西園（すいか糖），トマトグループ（焼肉
のタレ），アザレア（ボカシ堆肥）。
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